
業務名 － 担当係 施設管理係

令和６年度 ～ 令和６年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

工法や資材の調達方法等の見直しにより経費削減を図った。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以下 と

達成率 100.0% 100.0%

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

終了・完了
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

　４・５工区屋外整備工事と並行して、市道根岸線道路改良工事など複数ある関
連道路改良工事とのスケジュール調整を図りながら、すべての工事について工期
内に完了できたことは評価できる点である。学校のグラウンドは、令和７年２月
からの共用開始となっている。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

　令和６年度は、新市建設計画の最終年度となる。新校舎が令和５
年12月に完成し、関連道路改良工事を含め、令和７年１月にはグラ
ウンド整備、遊具更新、防球ネット設置工事等を施工し、無事に工
期内の完成となった。今後、伊達小学校は地域の拠点施設として活
用できることからも市民ニーズ、社会的需要、事業の優先度は高
い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

　児童が安全に安心して学校生活を送れる教育環境を提供するた
め、改築することは非常に有効である。

70.6 100.0

R8年度 R9年度

事業進捗率 ％

実績値が
目標値

目標値 70.6 100.0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 1,774,268 2,242,212 235,282

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 297,891 343,139 0

一般財源 千円 672 62 0
その他 千円 117,505 327,811 11,782
地方債 千円 1,358,200 1,571,200 223,500

都道府県支出金 千円 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

事業計画に基づき老朽化した校舎・屋内運動場を解体し、新たな学校施設に改築する。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

学校建設費

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　伊達地域の基幹校である伊達小学校の教育環境の改善のため、事業計画に基づき改築を行います。

対象
【PLAN】

①小学校児童
②小学校

意図
【PLAN】

児童が安全で安心して学校生活を送ることができる。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 2 3

主な取組 1 学校施設・設備の整備と適正規模・適正配置 － －

補助

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 伊達小学校改築事業 担当課 教育総務課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

109 事務事業評価表



令和６年度実施事業

事業名 中学校施設整備事業 担当課 教育総務課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

111 事務事業評価表

主な取組 1 学校施設・設備の整備と適正規模・適正配置 － －

補助

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

学校建設費

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　桃陵中学校施設について、「伊達市学校施設等長寿命化計画」に基づき、予防保全型の施設改修を行います。

対象
【PLAN】

①桃陵中学校生徒
②桃陵中学校

意図
【PLAN】

学校施設の維持管理

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 3 3

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・「伊達市学校施設等長寿命化計画」に基づく施設の改修
・学校の要望に伴う学校施設の改修内容の検討（優先度対応）
・学校施設の劣化度調査の結果に基づく改修内容の検討（優先度対応）

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

地方債 千円 － － 0
都道府県支出金 千円 － － 0

一般財源 千円 － － 0
その他 千円 － － 10,235

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 － － 10,235

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 － － 0

－ 3.0

R8年度 R9年度

事業進捗率
（R6：基本計画及び耐力度
調査、R7実施設計、R8：工
事Ⅰ期、R9:工事Ⅱ期）

%

実績値が
目標値

目標値 － 3.0 10.0 55.0

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

休止
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

　桃陵中学校の長寿命化改修事業として、令和６年度から令和９年度まで計画し
ているが、財務部との協議により、令和６年度に実施した校舎及び屋内運動場に
係る耐力度調査の結果に基づき、改めて、改修内容を検討するため保留となって
いる。今後の財源確保が課題であるため、財務部と協議し、スケジュールの見直
しも含めて、改修内容を限定して工事を施工する予定。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

　生徒が安全に安心して学校生活を送ることができるように、築40
年以上の校舎及び屋内運動場を対象に、施設の改修工事が必要であ
ることから、市民ニーズ、社会的需要、事業としての優先度は高
い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

　生徒が安全に安心して学校生活を送ることができるように、学校
施設の改修工事を行うことは有効であると考えている。また、災害
避難所としての機能面からも環境整備が求められている。

業務名 － 担当係 施設管理係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

　校舎及び屋内運動場に係る耐力度調査について、国庫補助金の補
助要件及び設計内容を再度精査し、当初予定していた設計内容から
減額変更し、規模縮小を図った。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 － 100%

100.0

実績値



業務名 － 担当係 庶務管理係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

国の補助金を活用し、導入費用を抑えている。
各タブレット端末ごとの比較を行ったうえで、最適な端末選定して
いる。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

100.0

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

児童及び教職員端末の整備、ネットワークの構築が整備できているため、今後も
補助金を活用しながら、事業を継続・維持していきたい。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

新学習指導要領において情報活用能力が、言語能力、問題発見・解
決能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけら
れ、小学校においてはプログラミング教育が必修化されるなど今後
の学習に積極的にICTを活用することが想定されている。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

学習用端末及び教職員端末の100％の整備、ネットワークの構築が
完了している。
端末の修理・交換等もすぐに対応できるよう保守も整備している。

100.0 100.0

R8年度 R9年度

教職員へのタブレット導入
率

％

実績値が
目標値

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 102,536 111,613 113,943 124,819

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 102,091 111,168 113,448 124,720
その他 千円 445 445 495 99
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

学習用端末の整備、適切なネットワークの構築を図り、児童及び教職員の学習環境を整える。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

教育用コンピュータ整備事業（小学校）

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　情報化教育に即した授業・学校運営のため、児童用タブレット、教職員用タブレット、校務用パソコン機器を
整備します。

対象
【PLAN】

伊達市立小学校の教師及び児童
意図

【PLAN】

新学習指導要領に求められる児童及び教職員の情報活用能力
を育成するとともに、Society5.0時代の教育を支える学習環
境を実現するため、児童に１人１台学習用端末を整備するも
の。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 2 2

主な取組 1 学校施設・設備の整備と適正規模・適正配置 － －

その他

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 教育用コンピュータ整備事業（小学校） 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

112 事務事業評価表



業務名 － 担当係 庶務管理係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

国の補助金を活用し、導入費用を抑えている。
各タブレット端末ごとの比較を行ったうえで、最適な端末選定して
いる。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

100.0

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

生徒及び教職員端末の整備、ネットワークの構築が整備できているため、今後も
補助金等を活用しながら、事業を継続・維持していきたい。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

新学習指導要領において情報活用能力が、言語能力、問題発見・解
決能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけら
れ、今後の学習に積極的にICTを活用することが想定されている。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

学習用端末及び教職員端末の100％の整備、ネットワークの構築が
完了している。
端末の修理・交換等もすぐに対応できるよう保守も整備している。

100.0 100.0

R8年度 R9年度

教職員へのタブレット導入
率

％

実績値が
目標値

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 45,742 49,210 45,702 50,303

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 45,652 49,120 45,702 50,303
その他 千円 90 90 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

学習用端末の整備、適切なネットワークの構築を図り、生徒及び教職員の学習環境を整える。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

教育用コンピュータ整備事業（中学校）

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　情報化教育に即した授業・学校運営のため、児童用タブレット、教職員用タブレット、校務用パソコン機器を
整備します。

対象
【PLAN】

伊達市立中学校の教師及び生徒
意図

【PLAN】

新学習指導要領に求められる児童及び教職員の情報活用能力
を育成するとともに、Society5.0時代の教育を支える学習環
境を実現するため、児童に１人１台学習用端末を整備するも
の。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 3 2

主な取組 1 学校施設・設備の整備と適正規模・適正配置 － －

その他

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 教育用コンピュータ整備事業（中学校） 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

113 事務事業評価表



業務名 － 担当係 総務企画係

令和６年度 ～ 令和７年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

・教育課程の一つとして今後、持続的に続けていくため、活動について教員
主体による分科会や教員及び児童生徒のアンケートを実施し、学校間の連絡
を密にすることで、事業の効率化に努めた。
・継続して実施している霊山登山は、バス代のキャンセル料金を縮減できる
よう実施の判断日や実施日の設定を工夫した。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と
達成率 100.0% 100.0%

2

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

休止
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

・教育行政として推進する「霊山の新しい教育」を具現化するため、教育部及びこども部
の各課と連携をとり、幼小中交流などを推進し、教職員の意識も高まりつつある。
・今後は、霊山地域の小中一貫校設立のほか、統合に関しては令和７年度に適正規模・適
正配置基本計画の次期計画を策定することから、保原及び梁川地域の小学校においても統
合の時期を明確にした統合の準備が課題となる。教育行政に期待する声があがっているこ
とから、機を逃さない計画的な進め方が求められている。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

・次世代を担う子ども達が確かな学力を身に付け、豊かな心と体のバランス
の取れた「生きる力」を育む望ましい教育環境の実現は、市民が教育行政に
期待し、求めるところである。
・子どもたちの現状から、適正規模・適正配置基本計画による事業は、喫緊
の解決すべき課題であり、将来の本市を支える人づくりとして、最優先され
るべきものと考える。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

・霊山地域の小中一貫校の設立には至っていないが、地域内の小中交流事業
の「霊山の新しい教育」では、今後の一貫校設立を見据えた教員、児童生徒
の交流に繋がった。
・月舘学園小中一貫校の設立が、少子化が激しい地域において、中１ギャッ
プ対策だけでなく地域に根差した学校創りに大きな効果を示し、社会貢献度
が高いことが明確になった。

1 1

R8年度 R9年度

小中一貫校数 校

実績値が
目標値

目標値 1 1 1 1

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 3,333 2,613 1,932

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0

一般財源 千円 3,333 2,613 1,932
その他 千円 0 0 0
地方債 千円 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

対象校の保護者と対象校学区の地域から基幹校へ統合することについて、同意を得ること。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

学校教育費

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　児童生徒が一定規模の集団生活の中で切磋琢磨することで、資質や能力を伸ばすことができるよう学校規模の
適正化や適正配置、霊山地域の小中一貫教育を推進します。

対象
【PLAN】

完全複式学級である学校
意図

【PLAN】
対象校が基幹校へ統合すること。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 1 3

主な取組 1 学校施設・設備の整備と適正規模・適正配置 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 適正規模・適正配置推進事業 担当課 教育総務課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

114 事務事業評価表



業務名 職員研修事業（こども未来課） 担当係 幼保指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

保育業務やシフト調整をしながらの研修会参加となるため、多くの
保育者が参加できる内容、回数等の工夫に努めた。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

150

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

改善
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

先進園の公開保育に参加したり、年齢別の研修会の開催数を増やしたりする等、
研修事業の充実に努めた。市内すべての園とめざす幼児像を共通にした協議会の
開催により、保育現場の課題も明確になってきたため、今後も研修内容の充実や
研修体制の構築が必要である。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

幼児教育が重要視されている国や社会の動き、市内園の状況を捉え
た職員の研修事業の必要性は高い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

市内園の保育の現状から研修内容を検討し、国の法律や指針等を踏
まえながら研修を進めた。そのため、保育者の保育に対する意識向
上やより良い保育実践につながった。

154 196

R8年度 R9年度

研修会参加者数 人

実績値が
目標値

目標値 100 120 130 140

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 95 413 475 493

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 67

一般財源 千円 95 413 475 426
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

幼稚園・保育園・認定こども園と、教育・保育の形態や内容、住民のニーズ等が多様化していく中で、会計年度
任用職員の増加や異施設間での人事異動等により、職員の保育に対する価値観や能力にばらつきが見られるとい
う現状がある。質の高い教育・保育を提供するためには、職員のスキルアップにつながる研修の場が必要であ
る。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

児童福祉総務費

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　市内の公立・私立全ての保育施設職員に対して研修会を実施し、職員の指導力と保育の質の向上を目指しま
す。

対象
【PLAN】

市民：園児・保護者等
（研修を通して、保育者の質の向上
を図り、子育てサービスの充実に努
める）

意図
【PLAN】

心豊かな園児の育成や子育て支援のため、職員の専門性を伸
ばし、保育の質の向上を図る。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 3 2 1

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 教職員の資質や専門性の向上のための職員研修（再掲） 担当課 こども未来課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

115 事務事業評価表



業務名 教職員研修事業 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

　講座の内容によっては、受講対象者を指定する場合もあります。
生徒指導研修では、生徒指導主事全員を対象にしたり、特別支援教
育研修では、特別支援学級担任全員を対象にしたりしており、研修
の成果が各学校で反映できるようにしています。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

500

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

改善
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

　令和６年度の研修受講者は５８４名でした。令和５年度が５１８名、令和４年
度が４０５名であったことから、受講生が着実に増加しています。年度当初に
「研修講座のしおり」を全教職員に配付し、研修の見通しを持たせたことや、各
学校で積極的な受講奨励が行われたためと考えます。今後も、時代の流れや教職
員のニーズに応じた魅力的な研修となるよう努めます。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

「教職員の質の向上は、教育の質の向上に大きく寄与する」ことか
ら、教職員の研修機会と研修内容の充実により、一人一人の教員の
資質・能力を向上させ、学校全体の教育力の向上を図る本事業の優
先度は、非常に高いものがあります。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

　授業改善研修、生徒指導研修、特別支援教育研修、ＩＣＴ教育研
修、幼保小連携教育研修、若手教員研修等、時代のニーズに応じた
幅広い研修内容です。この中から教職員のニーズに応じて、希望す
る講座を選択して受講することができます。

518 584

R8年度 R9年度

研修会に参加する教職員の
人数

人

実績値が
目標値

目標値 420 440 460 480

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 7,940 7,718 9,703 10,697

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 7,940 7,718 9,703 10,697
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

１　新しい時代の流れや教職員のニーズに応じ、より身近ですぐに生かせる研修講座を開設します。
２「研修講座のしおり」を年度当初すべての教職員に配付し、研修の見通しを持たせ受講を奨励します。
３「研修受講記録」を作成し、研修で学んだことを振り返り、学びの成果を可視化できるようにします。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

教職員研修事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　国際化、情報化、児童生徒、保護者の多様化等、社会の大きな変化の中で、それらに対応するために教職員の
さらなる研修の充実を図ります。

対象
【PLAN】

伊達市立幼稚園、小・中学校教職員
意図

【PLAN】

　教職員の研修機会と研修内容の充実により、一人一人の教
職員の資質・能力を向上させ、学校全体の教育力の向上を図
ります。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

一般 10 1 3

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 教職員の資質や専門性の向上のための職員研修（再掲） 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

116 事務事業評価表



業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

・ロボットプログラミングでは授業サポート時数を制限するなど費
用削減の工夫を行った。
・教員のスキルの向上や、校務ＤＸの推進にも寄与する部分が大き
い。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

450

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

・ロボットという具体物を通してプログラミングを、児童生徒が楽しみながら授
業に取り組むことで、論理的思考力の育成につながっている。
・小・中学校におけるICTの効果的な活用を推進するため、学校の実態をとらえ
ながら事業の運営を行う。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

GIGAスクール構想による１人１台端末の導入より４年目となり、活
用率の高まりとともに、情報活用能力の育成に加えて、機器のトラ
ブルやメンテナンスへの対応の需要も高まっており、事業の必要性
は高い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

ロボットプログラミングへの授業サポートや、ICT支援員やICT教育
サポーターによる訪問支援が、教員のスキルの向上を支えており、
効果的な活用と児童生徒の情報活用能力の向上につながっている。

420 486

R8年度 R9年度

ロボットを用いたプログラ
ミング教育を受ける児童生

徒数
人

実績値が
目標値

目標値 412 463 404 426

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 45,957 41,916 36,070 29,290

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 5,316 2,731 0 0

一般財源 千円 40,641 39,185 36,070 29,290
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・ICT支援員が、学校におけるICT活用を技術的な面から支援する。
・ICT教育サポーターが、教育的側面から活用支援を行い、効果的な活用へと活用の質を高める。
・ロボットを活用し、楽しみながらプログラミングの授業に取り組み、児童生徒に論理的思考を身に付ける。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

ICT活用による学習活動充実推進支援事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　ＩＣＴ支援員のサポートによる円滑なＩＣＴ機器の活用を推進し、充実したＩＣＴ活用による学習活動や、市
内全小学5年生と月舘学園小４～６年生、月舘学園中３年生へのロボットを活用したプログラミング教育を行い
ます。

対象
【PLAN】

伊達市立小・中学校　児童・生徒及
び教職員

意図
【PLAN】

ロボットを活用したプログラミング教育で児童生徒の情報活
用能力の育成に取り組み、さらにICT教育サポーターやICT支
援員による活用支援の充実を推進することで、ICTを効果的
に活用した教育活動を実現する。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 1 3

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

一部委託

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 ICT活用による学習活動充実推進支援事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

117 事務事業評価表



令和６年度実施事業

事業名 中１福祉施設ボランティア事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

118 事務事業評価表

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

中１福祉施設ボランティア事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　高齢者に対する理解を深めるとともに、自己と他者の違いに気付き尊重しようとする態度、さらによりよい人
間関係を築く力を育成するために、中学校1年生を対象に、学校内、市内及び近隣の介護施設等でボランティア
体験、福祉学習を実施します。

対象
【PLAN】

伊達市立中学校
第１学年生徒

意図
【PLAN】

福祉施設でのボランティアを通じ、高齢者や障がい者との交
流を図る。
福祉学習を通じて、福祉への理解を深める。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 3 2

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

高齢者や障がい者への理解を深め、思いやりの気持ちを育む。
交流やボランティア体験の協力事業所の理解と協力のもと、体験活動の充実を図る。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

地方債 千円 0 0 0 0
都道府県支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 866 764 678 609
その他 千円 0 0 0 0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 866 764 678 609

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

98.0 98.0

R8年度 R9年度

福祉学習を通して高齢者に
対する理解が深まった生徒

の割合
％

実績値が
目標値

目標値 98.0 98.0 98.0 98.0

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

福祉施設での体験学習を希望する学校数・生徒数に対して、福祉事業所において
受け入れ可能な施設が不足した。校内の福祉学習の充実を図り、合わせて効果的
な事業となるよう継続した事業の運営を行う。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

福祉施設等も、中学生の体験を受け入れることで、福祉・介護の現
場の理解を広めることにもつながるため、感染症対策等の安全性が
担保できれば受け入れたいと考える事業所が多い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

今年度は、学校での福祉学習と施設でのボランティア体験を実施し
たが、アンケートの結果から、高齢者に対する理解と思いやりの気
持ちを育み、豊かな人間性を育むために有効な事業となっている。

業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

可能な限り中学校区内、または近くの事業所に体験の受け入れを協
力いただき、移動費等の費用の削減につながった。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

98.0

実績値



令和６年度実施事業

事業名 中２職場体験事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

119 事務事業評価表

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

中２職場体験事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　学ぶことの意義や働くことの意義を理解するとともに、社会の一員であることの自覚と主体的に自己の生き方
を考える態度を育成するために、中学校２年生を対象に、学校内、市内及び近隣の事業所において職場体験学
習、職業に関する学習を実施します。

対象
【PLAN】

伊達市立中学校
第２学年生徒

意図
【PLAN】

キャリア教育の充実と推進のため、職場体験学習の機会の確
保を図る。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 3 2

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

職業に関する理解と自立への意欲を育む。
社会で通用する言葉遣いや礼儀作法の基礎を身に付ける。
受け入れ事業所の理解と協力を得る。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

地方債 千円 0 0 0 0
都道府県支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 554 527 503 485
その他 千円 0 0 0 0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 554 527 503 485

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

98.0 99.0

R8年度 R9年度

職場体験学習を通して職業
に対する理解が深まった生

徒の割合
％

実績値が
目標値

目標値 98.0 98.0 98.0 98.0

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

感染症拡大防止のため、体験活動が実施できない期間が数年あったため、新たな
協力事業所の開拓が求められる。今後はキャリア学習の視点に限定せず、中学生
の探究的な学習を支援できるようにしていく。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

中学生が事業所での職場体験を行うことや、社会人を外部講師とし
て学校へ招いて学ぶことで、職業に対する理解だけでなく、地元の
産業の理解につながる重要な機会である。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

中学生の学習機会であると同時に、地元事業所の活動を学校や家庭
に周知する機会にもつながっており、キャリア教育に加えて地元産
業の振興にとっても有益である。

業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

中学校区・近隣校区内での体験を原則とした地元での体験を奨励
し、費用削減を図っている。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

98.0

実績値



業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

各学校において、新体力テストの実施を教育課程の中に位置づけ、
全学年あるいは複数の学年が協力しながら、できるだけ短い時間の
中で効率的に実施できるよう工夫して取り組んでいる。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 45.00%

小５
男女：6/8

中２
男女：5/9

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

・新体力テストを実施することによって、児童生徒の体力・運動能力を総合的に
把握することができた。
・各学年ごとの課題に応じて、体育科の指導に改善を加えることで、運動能力の
向上を図ることができた。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

実技による調査に加え、質問紙調査により、児童生徒一人ひとりの
運動能力や体力だけでなく、運動習慣や生活習慣の状態を把握でき
るため、学校や家庭における指導に役立てることが可能である。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

新体力テストの分析結果をもとに体育科の授業の改善を図ること
で、それぞれの学年の児童生徒に身につけさせたい体力や運動能力
の育成を図ることができた。

小５
男女：6/8

中２
男：4/9  女：6/9

小５
男：3/8  女：2/8

中２
男：1/9  女：3/9

R8年度 R9年度

小学５年、中学２年の結果
において、県の平均値より

も高い種目数
％

実績値が
目標値

目標値

小５
男女：6/8

中２
男女：4/9

小５
男女：6/8

中２
男女：4/9

小５
男女：6/8

中２
男女：5/9

小５
男女：6/8

中２
男女：5/9

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 795 875 908 922

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 795 875 908 922
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・新体力テストの結果から、各学年ごとに体力・運動能力の現状と課題を明確にする。
・新体力テストの分析結果をもとにした自校の体力向上策を講じ、授業に反映する。
・児童生徒一人ひとりの体力や健康の状態を把握し、個に応じた指導により運動能力や基礎体力を向上させる。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

児童生徒の体力・運動能力向上事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　児童生徒の運動不足や肥満傾向を改善するために、児童生徒の体力・運動能力、運動習慣等の状況を把握する
新体力テストを実施し、その調査結果を分析することにより、学校の指導方法の工夫・改善を図ります。

対象
【PLAN】

市内の全児童生徒（小・中学生）
意図

【PLAN】
運動生活習慣の実態把握を生かすとともに、児童生徒の運動
意欲を高め運動の日常化を図る。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 1 3

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

全部委託

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 児童生徒の体力・運動能力向上事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

120 事務事業評価表



業務名 － 担当係 中央給食センター給食係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

調理委託業務は長期契約をしており、経費削減に努めている。賄材
料については、新鮮で安価な食材を発注している。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

80.0

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

　近年の物価上昇により給食の質を維持することが困難になってくることが予想
され、安価な材料の調達や適正な給食費について検討が必要とされる。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

学校給食法に基づき、栄養バランスのとれた豊かな給食を提供して
おり、成長期にある児童生徒の健康の保持増進と体位の向上に大き
な役割を果たしているため、市民ニーズ、社会的需要度、事業とし
ての優先度は高い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

学校給食法に基づき、栄養バランスのとれた豊かな給食を提供して
おり、成長期にある児童生徒の健康の保持増進と体位の向上に大き
な役割を果たしているため、社会貢献度は高い。学校給食アンケー
トでも８割以上の児童生徒が満足している。

80.7 87.0

R8年度 R9年度

学校給食アンケートの「お
いしい」「まあまあおいし

い」の選択率
％

実績値が
目標値

目標値 76.0 77.0 78.0 79.0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 405,664 426,050 425,722 417,384

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 8,060 3,346 3,148 6,432

一般財源 千円 218,330 246,223 275,270 261,145
その他 千円 178,813 176,027 145,596 148,161
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 461 454 1,708 1,646

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・食べ残しを減らすための献立の工夫（行事食、伝統食等の提供、食育）
・地場産品を活用した給食の提供

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

中央給食センター運営事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　安全安心で栄養バランスの取れた給食を児童生徒に提供します。

対象
【PLAN】

保原、霊山、月舘、梁川地域の幼稚
園児及び小中学校の児童生徒

意図
【PLAN】

地場産品を使用した、安心・安全・美味しい学校給食の提供

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 7 1

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

一部委託

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 学校給食センター運営事業（中央） 担当課 学校給食センター

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

121 事務事業評価表



業務名 － 担当係 伊達学校給食センター給食係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

調理委託業務は長期契約をしており、経費削減に努めている。賄材
料については、新鮮で安価な食材を発注している。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

80.0

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

統合
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

　近年の物価上昇により給食の質を維持することが困難になってきている。今後
安心安全で安価な材料の調達や適正な給食費についての検討が必要である。
　また、市内小中学校児童生徒数の減少や学校の統廃合等により、給食センター
統合の検討を行っている。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

学校給食法に基づき、栄養バランスのとれた豊かな給食を提供して
おり、成長期にある児童生徒の健康の保持増進と体位の向上に大き
な役割を果たしているため、市民ニーズ、社会的需要度、事業とし
ての優先度は高い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

学校給食法に基づき、栄養バランスのとれた豊かな給食を提供して
おり、成長期にある児童生徒の健康の保持増進と体位の向上に大き
な役割を果たしているため、社会貢献度は高い。学校給食アンケー
トでも８割以上の児童生徒が満足している。

R8年度 R9年度

学校給食アンケートの「お
いしい」「まあまあおいし

い」の選択率
％

実績値が
目標値

目標値 76.0 77.0 78.0 79.0

実績値 83.5 86.2

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 109,021 126,461 146,047 121,666

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 2,647 1,103 1,097 0

一般財源 千円 53,620 70,418 91,987 71,869
その他 千円 52,599 54,774 52,805 49,797
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 155 166 158 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・食べ残しを減らすための献立の工夫（行事食、伝統食等の提供、食育）
・地場産品を活用した給食の提供

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

伊達学校給食センター運営事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　安全安心で栄養バランスの取れた給食を児童生徒に提供します。

対象
【PLAN】

伊達地域の小中学校の児童生徒
意図

【PLAN】
地場産品を使用した、安心・安全・美味しい学校給食の提供

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 7 1

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

一部委託

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 学校給食センター運営事業（伊達） 担当課 学校給食センター

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

293 事務事業評価表



令和６年度実施事業

事業名 特別支援介助員配置事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

122 事務事業評価表

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

特別支援介助員配置事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　支援を必要とする児童生徒へ介助員を配置し、円滑な学級運営及び教育活動の充実を図ります。

対象
【PLAN】

支援を必要とする児童生徒
意図

【PLAN】
支援を必要とする児童生徒へ介助員を配置し、円滑な教育活
動の充実を図れるようにする。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 1 3

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・教員と特別支援介助員との連携
・特別支援介助員の質的向上

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

地方債 千円 0 0 0 0
都道府県支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 86,382 86,758 86,758 126,079
その他 千円 0 0 0 0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 86,382 86,758 86,758 126,079

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

41 41

R8年度 R9年度

特別支援介助員の配置数 人

実績値が
目標値

目標値 41 40 39 37

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

研修会を通して、支援の質を高め、介助員が担当する子供の数を増やすことを目
指しているが、子供たちの必要な支援が多様化しており、学校においてその対応
にあたる介助員の削減は容易ではない。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

子供の数は減少しているにもかかわらず、特別な支援を必要とする
児童生徒数は増加しており、教員だけでは一人一人に応じた支援が
難しい。介助員のニーズは増加しているが、より専門性をもった支
援を行う必要がある。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

年度によって、特別な支援を必要とする児童生徒数は変化するが、
ここ数年増加傾向にある。また、保護者も介助員の配置を望んでい
るケースがあるが、介助員として子供とのかかわりや支援の質の向
上も求められている。

業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

研修会を実施し、介助員の質的向上を図り、介助員一人あたりが受
け持つ児童生徒数を増やそうとしているが、児童生徒の実態も多様
化しており、介助員数を削減するのは容易なことではない。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以下 と

達成率 100.0% 97.6%

36

実績値



業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

必要最小限の人員で事業を実施している。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

100

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

公立・私立にかかわらず、たくさんの講話・相談・支援を実施することができ
た。本事業をさらに浸透させ、多くの保護者に関心をもっていただくとともに、
早期からの相談・支援を充実し、支援の必要な子供が適切な学びの場で学ぶこと
ができるよう支援していきたい。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

年中児子育て相談に申し込みをする保護者、園からの要望などによ
り、相談対象の幼児の数が、当初考えていた数よりも多く、保護
者・園の関心の高さがうかがえる。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

今年度、年中児の保護者との相談により、熱心に相談する様子から
子育てや特別支援教育に関する意識の向上が図れたものと思われ
る。具体的には、次年度、年長児に対する早期教育相談会の申し込
み状況などから有効性が評価できる。

100 158

R8年度 R9年度

幼稚園・こども園・保育園
などへの訪問回数

回

実績値が
目標値

目標値 100 100 100 100

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 0 6,919 8,279 10,062

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 2,306 2,760 3,361

一般財源 千円 0 4,613 5,519 6,701
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

特別支援教育に関する事業の中で前倒しできるものは早期から行う。特に、年中児の保護者に対し、小学校入学
を見通した講話、相談、支援を行い、早期から特別支援教育に対する意識の向上を図る。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

教育相談事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　幼児とその保護者に対する早期からの困り感の発見と改善への支援、早期からの就学支援、幼児を取り巻く
様々な問題への予防的取組を継続的に行うことで、小学校入学後の児童生徒の落ち着いた学校生活を実現しま
す。

対象
【PLAN】

年中児、年長児およびその保護者
小学生、中学生

意図
【PLAN】

特別な支援を必要とする児童生徒が早期から適切な学びの場
で学べるように支援し、できるだけ早く支援の必要がなくな
るようにする。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 1 3

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 「子育て・就学」相談・サポート事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

123 事務事業評価表



業務名 － 担当係 庶務管理係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

事業費予算については、ネウボラ推進課の子育て応援出産祝金支給
の予算を縮小し、本事業の予算としていることから抑制は図られ
た。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

100.0

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

2年目の事業実施ではあるが、周知により十分な効果が得られたため、令和７年
度以降も同様に進めることとしたい。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

経済的理由により進学で悩む中学３年生と保護者のため就学準備金
を支給することにより、進学の援助につながることとなり事業の優
先度は高い。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

２年目の事業実施ではあるが、周知により十分な効果が得られた。

100.0 100.0

R8年度 R9年度

制度の周知状況 ％

実績値が
目標値

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 8,000 12,000 12,000

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0

一般財源 千円 8,000 12,000 12,000
その他 千円 0 0 0
地方債 千円 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

事業の周知と速やかな審査と決定の実施。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

就学援助事業（中学校）

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　就学援助対象者のうち中学３年生へ高校就学準備金として一律20万円を援助します。

対象
【PLAN】

中学３年生と保護者
意図

【PLAN】
経済的理由により進学で悩む中学３年生と保護者のために高
校就学準備金を支給します。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 3 2

主な取組 2 「生きる力」を育む教育内容の充実 － －

その他

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 就学援助事業（中学校） 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

124 事務事業評価表



令和６年度実施事業

事業名 教育相談事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

125 事務事業評価表

主な取組 3 心の問題への対応 － －

一部委託

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

教育相談事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　児童生徒の悩みや問題行動の解決に向け、スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーを配置し、
専門的な知見から教育相談を進める。また、不登校児童生徒の学校復帰を支援するため教育支援センター（旧
適応指導教室）を開設し、指導員による支援を行う。

対象
【PLAN】

全ての小・中学生
意図

【PLAN】
全ての小・中学生が安心して学校生活を送ることができるよ
うにする。不登校児童生徒数の減少を目指す。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 1 3

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

・ＳＣ、ＳＳＷを全小中学校に配置し、早期から児童生徒の悩みに対応する。
・不登校児童生徒に対し、教育支援センターで指導を行い、学校復帰を目指す。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

地方債 千円 0 0 0 0
都道府県支出金 千円 18,715 18,715 18,715 17,965

一般財源 千円 1,071 1,407 1,407 5,677
その他 千円 0 0 0 0

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 19,786 20,122 20,122 23,642

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

0.50

実績値 0.76 0.90

R8年度 R9年度

目標値 0.80 0.75 0.70 0.60

と

達成率 100.0% 83.3%

不登校児童生徒の割合
（小学校）

％

実績値が
目標値

実績値 8.88 7.60

なること

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

コロナ禍を経て、人間関係や社会生活への適応に課題が見られるものの、令和６年度はこ
れまでの取り組みにより不登校児童生徒数は、減少している。しかし、子供を取り巻く課
題が多様化しており、今後も多面的な支援が必要である。教育支援センターの開設場所も
３か所となり、児童生徒の居場所として、学校生活への復帰をさらに後押しする。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

・不登校傾向の児童生徒の保護者がスクールソーシャルワーカーとの面談を希望する
ケースが増えている。
・心理的に不安定な児童生徒及び保護者がスクールカウンセラーとの面談を希望してい
る。
・不登校児童生徒の居場所、学校復帰のきっかけとしての教育支援センターの設置場所
を増やしてほしいとの要望がある。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

スクールカウンセラーとの面談により心が安定し、不登校に陥らずに済んだ
児童生徒がいたり、教育支援センターから学校復帰を果たした生徒がいた
り、スクールソーシャルワーカーと繋がることにより医療や地域社会へつな
がったりした事例がある。

不登校児童生徒の割合
（中学校）

％

実績値が
目標値

目標値 6.40 6.20 6.00

以下

業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

スクールカウンセラー派遣事業補助金、スクールソーシャルワー
カー派遣事業補助金を活用し、費用を抑えるようにした。

なること

評価視点 評価の結果

以下 と
達成率 72.1% 81.6%

5.50 5.00



業務名 － 担当係 生涯学習係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

今年度地域コーディネーター1名のみの配置となり人件費削減に努
めた。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 100.0%

5

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

スクールコミュニティ地域コーディネーターの職務遂行に当たり、地域と学校の
間に入り連絡調整を円滑に進めることができた。しかしながら、地域、内容に
よって学校支援ボランティアの確保が難しい場合があったため、今後の課題とし
て対応を行いたい。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

地域の伝統、文化、歴史の継承を子どもに伝えたいというニーズが
ある。市民（地域）と児童の交流を通じて地域のニーズに答えるこ
とができる。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

基幹小学校に設置することにより地域に公平にサービスを提供する
ことができる。

4 5

R8年度 R9年度

スクールコミュニティセン
ター設置数

数

実績値が
目標値

目標値 4 5 5 5

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 24,539 21,428 16,770 19,724

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 5,115 0 0 0

一般財源 千円 19,424 21,428 16,770 19,724
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

地域住民による学校支援や学校施設の地域開放、学校施設を利用した住民の学びや交流を進めるために活動の拠
点となる「スクールコミュニティセンター」に地域コーディネーターを配置し地域の教育力向上を図る。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

地域の教育力向上事業費

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進める。

事業概要
【PLAN】

「子縁」をとおして地域と学校をつなぎ、地域全体の教育力の向上と学校を核とした地域コミュニティの形成を
目指す。

対象
【PLAN】

市民・子ども
意図

【PLAN】
学校を核とした地域コミュニティの形成のため「スクールコ
ミュニティ事業」を実施する。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

1 10 5 1

主な取組 4 地域や大学等との連携強化 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 学校地域支援連携（スクールコミュニティ）推進事業 担当課 生涯学習課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

126 事務事業評価表



業務名 － 担当係 指導係

令和６年度 ～ 令和８年度

効
率
性

・費用を抑える工夫は行ったか
・時間を削減する工夫は行ったか
・当初の計画より規模を縮小できる余地はあったか

　ボランティアに参加したいという学生を増やすために、福島大学
が開催した「学校ボランティア説明会」に参加し、伊達市小・中学
校の紹介と具体的な活動の内容の紹介をしました。また、交通費の
負担など参加しやすい環境をつくっています。

なること

（２）チェック項目による評価【CHECK】

評価視点 評価の結果

以上 と

達成率 100.0% 50.0%

5

実績値

（３）今後の方向性及び事業全体を通して評価できた点、課題や改善点など【ACTION】

今後の
方向性

維持
事業全体を通して評
価できた点、課題や

改善点など

　学生ボランティアによる児童生徒の学力向上の目的に加え、学生自身が活動の
喜びや充実感を味わい、教員を目指そうとする契機となる事業です。今後も、交
通費の負担など学生が参加しやすい環境を整備します。また、福島大学の教授か
ら指導を受ける機会を増やし、福島大学との連携を一層充実させていきます。

必
要
性

・市民ニーズについてどうか
・社会的需要についてどうか
・事務事業の優先度については高いものであるか

　学生ボランティアが伊達市内の小・中学校の学習支援に入り、児
童生徒の学力や学習意欲の向上を図ることは、とても有意義なこと
です。また、福島大学の教授が伊達市の教職員に指導助言をしてい
ただくことも大切なことです。

有
効
性

・施策項目の目標達成に向けた事業効果については期
　待できるか
・市民満足度についてはどうか
・社会貢献度についてはどうか

　学生自身にとっても、「学校現場の様子が分かる」「児童生徒と
の関わり方が学べる」など、学生が教職の魅力を感じ、教員を目指
そうとする貴重な経験となっています。教員不足の解消にもつなが
る事業です。

2 1

R8年度 R9年度

児童生徒の学習支援に参加
する学生の人数

人

実績値が
目標値

目標値 1 2 3 4

1

（１）伊達市第３次総合計画実施計画の「数値目標」の進捗に関する評価【DO】

指標名 単位 達成条件 区分 R5年度 R6年度 R7年度

事業費合計 千円 19 0 18 14

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 0 0 0 0

一般財源 千円 19 0 18 14
その他 千円 0 0 0 0
地方債 千円 0 0 0 0

都道府県支出金 千円 0 0 0 0

意図の実現の
ために必要な
こと【PLAN】

１　福島大学においてボランティア説明会を行い、学生のボランティア参加を促します。
２　福島大学教務課及び学生ボランティアコーディネーターと連携して、学生ボランティアが伊達市の小・中学
校の学習支援に入りやすい環境を整備します。
３　福島大学の教授が伊達市の教職員に講義を行う「伊達市教職員研修講座」を開催いたします。

事業費【DO】
年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

(予算)単位 (実績) (実績) (実績) (予算) (予算)

福島大学連携・協働事業

目的と方針
【PLAN】

　子どもたちが未来を拓く人材として心身ともに健やかに成長していくことができるよう、学校教育の充実を総
合的に進めます。

事業概要
【PLAN】

　平成２４年度に福島大学と伊達市教委が協定を締結し、学校現場と大学・学生の連携協働の推進を図ります。

対象
【PLAN】

児童生徒、小・中学校教職員
意図

【PLAN】

　福島大学の学生ボランティアが小・中学校の教育活動を支
援することにより、学力、学習意欲の向上を図ります。ま
た、福島大学の教授が教職員研修で指導助言を行うことによ
り、教職員の資質向上を図ります。

予算科目
会計 款 項 目 大事業

一般 10 1 3

主な取組 4 地域や大学等との連携強化 － －

直営

基本目標 3 未来を拓く人を育む教育・文化のまち 計画期間

施策項目 2 学校教育 事業区分

令和６年度実施事業

事業名 福島大学連携・協働事業 担当課 学校教育課

部　長 課　長 係　長 担当者
整理番号

127 事務事業評価表


